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53

年
度
奨
学
生
を
募
集
ア

　
昭
和
五
十
三
年
度
の
十
日
町
市
奨

学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
．

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
三
年
度
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学

中
の
者
で
、
次
に
該
当
す
る
者
．

　
①
本
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る
世

　
帯
の
子
弟
②
学
業
成
績
が
優
秀
と

　
認
め
ら
れ
る
者
③
経
済
的
な
理
由

　
に
ょ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
者

　
④
心
身
共
に
健
全
な
者
。

奨
学
金
の
額
（
月
額
）
　
高
校
、
高

専
〈
五
千
円
〉
大
学
、
短
大
二
万

一
千
円
〉

貸
与
期
間
　
昭
和
五
十
．
二
年
四
月
か

ら
、
そ
の
者
の
在
学
す
る
学
校
の
最

短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で
．

採
用
予
定
者
数
　
高
校
、
高
専
へ
ト

名
V
短
大
、
大
学
へ
圧
名
V

出
願
書
類
奨
学
金
貸
与
願
書
、
在

学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明
書

添
付
）
　
戸
籍
謄
本
及
び
住
民
票
謄

本
、
医
師
の
身
体
検
査
書
、
前
年
度

所
得
証
明
書

書
類
の
提
出
先
　
書
類
は
、
二
月
二

十
日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
（
奮
し

ー
．
．
』
コ
番
）
へ

そ
の
他
　
奨
学
生
と
し
て
の
決
定
は

一
一
．
月
上
旬
の
予
定
．
決
定
次
第
各
人

に
通
知
し
ま
す
．

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ
▼
ヤ
ナ
シ
ョ
ウ

ニ
千
円
▼
レ
目
町
実
業
高
校
三
E
．

1螺欝1韻ぎ
●薄い食塩水に入れた時、沈んで横になっている。

●割った生卵では、卵黄がもり上がって、卵賛模が固く、

　卵臼がしっかりしている。

消化吸収
　卵の胃内滞留時間は、生卵で2時間30分、半熟卵で1時

間30分、ゆで卵で3時間15分くらいといわれていますが、

小腸での吸収はほとんど完全にされます。しかし、生卵に

は9ンバク質分解酸素を阻害するトーリフシンが含まれてい

るため、消化が悪いという説もあります。

卵の保存のしかた

　5～6度C以下の冷蔵庫内でとがった万を下にして保存

し、／週闇以内に使用します。バック入れは通常洗浄ずみ

ですので、表面破模が取れ。細菌が入りやすくなっていま

す。保存場所は清潔に。

（第3種郵便物認可）昭和53年1月10日

かしごい消費者－⑫

．
二
B
・
二
D
　
一
万
五
千
四
百
八
十

六
円
▼
匿
名
　
六
千
二
百
九
十
二
円

▼
登
坂
健
二
郎
　
二
十
万
円
（
香
典

返
し
）
▼
本
山
フ
ジ
（
袋
町
東
）

、
．
一
千
円
▼
藤
田
つ
ね
子
　
二
千
円
▼

内
藤
直
義
（
控
木
〉
　
千
円
▼
村
山

ハ
ル
（
大
黒
沢
）
　
二
千
円
▼
村
山

退
蔵
（
本
町
一
）
　
一
万
円
▼
庭
野

み
よ
の
（
昭
和
町
一
）
　
二
千
円
▼

十
日
町
砂
利
事
務
員
一
同
　
一
万
三

百
三
十
三
円
▼
東
小
学
校
六
年
三
組

千
、
二
百
円
▼
十
日
町
・
ー
タ
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
　
ニ
万
四
千
百
九
十
四
円

き
四
霧
㌶

　
つ
　
　
　
　
　
　
て
　
つ
　
つ
　
、

　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
し
持
だ
り

　
　
　
　
つ

ち
迫
　
く
を
変
ば

も
概
慧
蕊

る
仙
簾
筋
鴇

よ
暮
つ
を
組
に
モ

に
鴛
哲
傭
帳
め
⑰
。

子　　
　
所
き
ち
は
う
た
た

　
　
　
育
つ
も
度
思
き
つ

　
つ
保
ち
の
今
。
で
な

び　
　
　
町
も
家
、
戦
、
と

　
　
　
　
日
の
門
後
挑
後
日

ち
＋
關
専
匪
簾
⑳
岡

▼
庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新
田
）
　
一
万

円
▼
十
日
町
病
院
職
員
一
同
　
一
万

四
千
八
百
八
十
五
円
▼
モ
ア
お
客
一

同
　
一
万
一
千
二
百
九
十
七
円
▼
常

角
熊
吉
（
魚
之
田
川
）
　
八
千
円
▼

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一
団

三
万
七
千
六
百
二
十
三
円
▼
丸
山
哲

英
（
真
浄
院
）
　
四
万
六
千
二
百
五

十
円
▼
新
川
屋
　
生
切
も
ち
十
ケ
ー

ス
▼
桑
原
正
治
（
新
座
）
　
切
り
花
、

日
用
品
ほ
か

　
公
民
館
へ
　
▼
白
川
秀
夫
（
四
日

町
第
二
）
　
五
万
円
（
香
典
返
し
）

難
　
商
工
課
は
、

位
置
し
、

を
し
て
い

　
商
工
観
光
係

興
、 　

　
　
　
　
　
一
．
一
階
東
側
の
一
角
に

　
　
　
　
二
係
七
名
で
つ
ぎ
の
仕
事

　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
き
も
の
産
業
の
振

　
　
商
店
街
の
育
成
、
中
小
企
業
金

融
の
融
資
及
び
斡
旋
、
運
輸
通
信
の

改
善
、
露
店
商
の
指
導
、
は
か
り
の

検
査
、
観
光
事
業
（
雪
ま
つ
り
等
）

消
費
者
行
政
な
ど
．

　
統
計
係
　
国
勢
調
査
、
工
業
統
計

商
業
統
計
、
人
口
動
態
、
物
価
調
査

等
。
国
、
県
の
指
定
統
計
と
市
独
自

の
統
計
で
す
。
統
計
は
、
国
、
県
、

市
の
重
要
施
策
の
基
礎
資
料
に
な
る

重
要
な
も
の
で
す
の
で
、
統
計
調
査

員
が
伺
い
ま
し
た
節
は
、
こ
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
不
況
対
策
の
一
環
と
し
て

雇
用
安
定
相
談
窒
を
設
置
し
、
ま
た

内
職
相
談
も
毎
月
第
三
金
曜
日
に
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
服
部
商
工
課
長
）

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
一
月
二
十
日
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
、
妻
有
町
東
一
二
一
丁
目
、

妻
有
町
西
一
・
二
・
三
丁
目
、
内
後

の
一
部
、
河
内
町
、
山
本
一
・
三
丁

目
の
各
一
部
、
寿
町
一
・
二
・
三
丁

目
の
各
一
部
、
美
雪
町
三
丁
目
の
一

部
　
▼
一
月
二
十
三
日
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
ま
で
、
新
座
第
三
、
四

の
各
一
部
、
五
軒
新
田
、
八
幡
の
一

部
、
塚
田
　
▼
一
月
二
十
七
日
　
午
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戯
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～
吻

聾

前
九
時
～
正
午
ま
で
　
川
治
中
町
、

上
町　
　
　
　
　
　
　
遮

雷
と
ザ
2
品

◎
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
「
市
民
の
広
報
」
を
目
ざ
し
て
、

係
員
一
同
張
り
切
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
そ
う
い
え
ば
、
も
う
昨
年
の
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
十
二
月
十
五
日
に

待
望
の
白
鳥
が
一
羽
、
浅
川
原
調
整

池
に
姿
を
見
せ
ま
し
た
。
優
雅
な
泳

姿
で
、
道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

◎
年
末
か
ら
降
雪
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
健
康
に
注
意
し
て
、

ま
ず
こ
の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
．

■市勢／人ロ…50，490人（男24，688・女25，802人）／世帯数…11，957／面積…211。44k㎡（12月1日現在）

昭和53年2月10日発行

拶

役
讐
難

㎏
日
、

豪雪災害糞櫛職轍置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　讐
　　1尽下旬から隣瀕磁した鷺は、2月3日林業試験場汁

　周田1試験地で2、阻82c繊を記録した。

一卸蟻、瀧では轄災騨鱗継灘も遵攣
保な肪蜘㈱1で臨んでいるが・ド薦のため除騨

閥験わ魂。鋤彼騨しゃ燃れている・　！

隈讐驚離蝋欝畷睾講

灘麟麟馨舞灘

盤蕊△羅畢麹

、
挙

ヘ
リ
8

～

v　藤擁羅晦…謄

　今冬
一……50年蘭め平均

’
’・じ・昨年
メ
ノ
〆

　　〆葦　　　　1

　　タ

　／く
　’
！
（
　
　
　
　
　

ロ轟轟禰
藁、嚢’　

　　　，　、
　　，

　　ノパ　ノ　」
雌　，1

嚢欝繋
馨溝雛

．蜘　　｛

難’維

繋
欝

。慌鎌盤麓

ン　　　㎏　㌔　融、　』　　鴇

灘鄭　・　継雛鞭「

300

2〔x〕

1〔Xl

㎝
（

幽乏繍警謎翻i撫弼㈱麟、、幅㈱灘繊撫

　　　覇　　・鞭　　漁　、哩潔喪繍x



（3）【二二二二二二二二ニコ盈『」『Jy』β3【：工1：！＝：＝：！二：二＝：二：＝＝Z：璽匿：＝二：＝＝罰（第3種郵便物認可）昭和53年2月lo日

一般作品
作品
番号 　品　　名作

製　　作　　者 製作場所
作品
番号 作　　品　　名 製　　作　　者 製作場所

① 殿　中　松　ノ　廊　下 上新田青壮年会 上新田部落内 ⑯ 天馬のよ　うに〃 宮　　ド　青　年　会 繊労　駐　車　場

② 雪　ん　子　広　場 上　新　田　泉　会 〃 ⑰ 翔　べ　若　者　よ　〃 ←日町青年学級 市　民　会　館横

③ さ　る　か　に　合　戦 上新田第2区有志 〃 ⑱ 昔話パート3「孫悟空」学校町2丁目青年会市民　会　館裏

④ 招　　　福　　　猫 江道　・猿倉部落 江　道　部　落　内 ⑲ 春　の　訪　ず　れ 勤労青少年ホーム花道教室 勤労青少年ホーム前

⑤ 義経公の弓の引寄せ 晒　　　青　　　会 愛宕幼稚園グランド ⑳ 空とぶじゅうたん 勤労青少年ホーム 〃

⑥ 慶　　紀　　観　　音 本町5・6丁目青年部会 四ツ宮公園広場 ⑳ 翔　ば　た　け　天　馬 たばこ販売協同組合 市民体育館裏
⑦ 春　　　雪　　　庵 十日町青年会議所 コミュニティ広場内 ⑳ 日　　本　　昔　　話 サークノレ妻有’）子・一番星 ふるさとひろば内

⑧ こ　れ　で　も　大　雪 田　中　町　本　通　り 田中町本通り ⑳ お　や　ゆ　び　ひ　め
ユ　ー　ス　ホ　ス　テ　ル

和裸路　グ　ループ
〃

⑨ 白　雪　の　遺　跡 本町4丁目商店街振興組合 糸　　　屋　　　前 ⑳ 私の立場はどうなるの 太陽の会・青連協OB市民吹奏楽団有志
〃

⑩ 歓　迎　だ　る　ま 駅通り商店街振興組合 駅　　　通　　　り ⑳
秘　境　チ　ベ　ッ　ト
「ポタラの宮殿」 十日町山路野会

〃

⑪ 民話　「鉢の石仏」 中　央　ク　ラ　ブ 泉保育園グランド ⑳ ほ　ん　や　ら　洞 立　正　佼　成　会 〃

⑫ 飛　べ　〃　孫　悟　空 泉　町　青　年　会 十日町機械駐車場 ⑳ ア　ラ　ビアンナイ　ト
上町青年会・服飾専門学校
あすなろ会・ロータアクト

〃

⑬ 妻有山峡春景色 若草ファッションセンター
若草ファッション
プ　　ラ　ザ　前

⑳ 原　始　の　狩　人
ユ　ー　ス　ホ　ス　テ　ル
レ　日　町　グ　ルーフ。 聖　衆　院境　内

⑭ 日本むかしばなし
「酒呑童子」 原　　　　4　　　区 本　城　院　境　内 ⑳ 宇宙戦艦ヤマ　ト 本町3丁目商店街振興組合 ヤマダヤ駐車場

⑮ にほんのふるさと 本町2丁目青年部会角屋・信組の間

学童作品
作品
番号 作　　品　　名 製　　作　　校 製作場所

作品
番号

作　　品　　名 製　　作　　校 製作場臼，

国 乗り物パ　レー　ド 下　条　小　学　校 下　条　駅　付　近 回 だる　まの大行進 川　治　小　学　校 妻有公園付近
回 日本の城・オルヵ
パン　ダほか

下　条　中　学　校 〃 囮 ナ　ウ　マ　ン　ゾ　ウ 八　箇　小　学　校 笹　之　沢　地　内

固 おおな台のまつり 中　条　小　学　校 中　条　小　校　庭 回 エキスモーの家ほか 水　沢　小　学　校 土　市　駅　付　近

回 お話し出てこい 中　条　中　学　校 中　条　駅　付　近 囮 建築美・旅・古城 水　沢　中　学　校 〃

圃 の　り　もの　ラ　ン　ド 東　　小　　学　　校 四日町新田踏切り付近 圖 あんこく寺の一休さん他 吉　田　小　学　校 吉　田　小　校　庭

囹 動　　　　物　　　　園 西　　小　　学　　校 根茂女子寮付近 図 動　　　　物　　　　園 吉　田　中　学　校 吉　田　中　校　庭

回 歓迎門・演劇「ブレーメン
グ）音楽隊」のステージ 1一日　町　小　学　校 ふるさとひろば内 圖 天　　馬　　ほ　　か 馬　場　小　学　校 馬　場　小　校　庭

團 孫悟空・ふるさと大黒 卜　日　町　中　学　校 〃

　　　飯山線臨時列車
塵2月11日（土）

雪上カーニバル

発　駅 着　駅
新潟方面
か　　ら

新潟　12：44 十日町　15：36

長野方面
か　　ら

長野　11：45 1・日町　15：13

発　　　駅 着　駅
新潟方面

　へ
十日町　20：33 新潟　22：42

長野方面

　へ
十日町　20：40 長野　23：48

時刻変更

発　駅 着　　駅

新潟方面
か　　ら

越後
　　14：04川口

十日町　14：34

発　　駅 着　駅

長野方面

　へ
十日町　18：15 長野　21：16

新潟方面

　へ
卜日町　21：15

越後
　　21：43川口

■2月12日（日）

発　　駅 着　　駅

新潟方面
か　　ら

新潟　9：20 十日町　11：47

発　　　駅 着　駅

新潟方面
　■＼

1・日町　　16：41 新潟　19：06

　　巳11日　午後6：30～7：40城ケ丘市営球場
oo　＜雪上舞台～ウエストミンスターの幻想＞
0　11日午後6：30～コーラス、タイマツ滑降、花火、キモノショー（第1～

00　8景）、佐渡の鬼太鼓、歌謡ショー（小林旭・伊藤咲子・狩人・キャッ
0　ツアイ）、フィナーレ（十日町小唄・9イマツ滑降・紋紙焼納・ナイヤ

oO　ガラ・スターマイン）
8脆険防止のため錫が韻になった場合・入場制限することがありま
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一般作品
作品
番号 　品　　名作

製　　作　　者 製作場所
作品
番号 作　　品　　名 製　　作　　者 製作場所

① 殿　中　松　ノ　廊　下 上新田青壮年会 上新田部落内 ⑯ 天馬のよ　うに〃 宮　　ド　青　年　会 繊労　駐　車　場

② 雪　ん　子　広　場 上　新　田　泉　会 〃 ⑰ 翔　べ　若　者　よ　〃 ←日町青年学級 市　民　会　館横

③ さ　る　か　に　合　戦 上新田第2区有志 〃 ⑱ 昔話パート3「孫悟空」学校町2丁目青年会市民　会　館裏

④ 招　　　福　　　猫 江道　・猿倉部落 江　道　部　落　内 ⑲ 春　の　訪　ず　れ 勤労青少年ホーム花道教室 勤労青少年ホーム前

⑤ 義経公の弓の引寄せ 晒　　　青　　　会 愛宕幼稚園グランド ⑳ 空とぶじゅうたん 勤労青少年ホーム 〃

⑥ 慶　　紀　　観　　音 本町5・6丁目青年部会 四ツ宮公園広場 ⑳ 翔　ば　た　け　天　馬 たばこ販売協同組合 市民体育館裏
⑦ 春　　　雪　　　庵 十日町青年会議所 コミュニティ広場内 ⑳ 日　　本　　昔　　話 サークノレ妻有’）子・一番星 ふるさとひろば内

⑧ こ　れ　で　も　大　雪 田　中　町　本　通　り 田中町本通り ⑳ お　や　ゆ　び　ひ　め
ユ　ー　ス　ホ　ス　テ　ル

和裸路　グ　ループ
〃

⑨ 白　雪　の　遺　跡 本町4丁目商店街振興組合 糸　　　屋　　　前 ⑳ 私の立場はどうなるの 太陽の会・青連協OB市民吹奏楽団有志
〃

⑩ 歓　迎　だ　る　ま 駅通り商店街振興組合 駅　　　通　　　り ⑳
秘　境　チ　ベ　ッ　ト
「ポタラの宮殿」 十日町山路野会

〃

⑪ 民話　「鉢の石仏」 中　央　ク　ラ　ブ 泉保育園グランド ⑳ ほ　ん　や　ら　洞 立　正　佼　成　会 〃

⑫ 飛　べ　〃　孫　悟　空 泉　町　青　年　会 十日町機械駐車場 ⑳ ア　ラ　ビアンナイ　ト
上町青年会・服飾専門学校
あすなろ会・ロータアクト

〃

⑬ 妻有山峡春景色 若草ファッションセンター
若草ファッション
プ　　ラ　ザ　前

⑳ 原　始　の　狩　人
ユ　ー　ス　ホ　ス　テ　ル
レ　日　町　グ　ルーフ。 聖　衆　院境　内

⑭ 日本むかしばなし
「酒呑童子」 原　　　　4　　　区 本　城　院　境　内 ⑳ 宇宙戦艦ヤマ　ト 本町3丁目商店街振興組合 ヤマダヤ駐車場

⑮ にほんのふるさと 本町2丁目青年部会角屋・信組の間

学童作品
作品
番号 作　　品　　名 製　　作　　校 製作場所

作品
番号

作　　品　　名 製　　作　　校 製作場臼，

国 乗り物パ　レー　ド 下　条　小　学　校 下　条　駅　付　近 回 だる　まの大行進 川　治　小　学　校 妻有公園付近
回 日本の城・オルヵ
パン　ダほか

下　条　中　学　校 〃 囮 ナ　ウ　マ　ン　ゾ　ウ 八　箇　小　学　校 笹　之　沢　地　内

固 おおな台のまつり 中　条　小　学　校 中　条　小　校　庭 回 エキスモーの家ほか 水　沢　小　学　校 土　市　駅　付　近

回 お話し出てこい 中　条　中　学　校 中　条　駅　付　近 囮 建築美・旅・古城 水　沢　中　学　校 〃

圃 の　り　もの　ラ　ン　ド 東　　小　　学　　校 四日町新田踏切り付近 圖 あんこく寺の一休さん他 吉　田　小　学　校 吉　田　小　校　庭

囹 動　　　　物　　　　園 西　　小　　学　　校 根茂女子寮付近 図 動　　　　物　　　　園 吉　田　中　学　校 吉　田　中　校　庭

回 歓迎門・演劇「ブレーメン
グ）音楽隊」のステージ 1一日　町　小　学　校 ふるさとひろば内 圖 天　　馬　　ほ　　か 馬　場　小　学　校 馬　場　小　校　庭

團 孫悟空・ふるさと大黒 卜　日　町　中　学　校 〃

　　　飯山線臨時列車
塵2月11日（土）

雪上カーニバル

発　駅 着　駅
新潟方面
か　　ら

新潟　12：44 十日町　15：36

長野方面
か　　ら

長野　11：45 1・日町　15：13

発　　　駅 着　駅
新潟方面

　へ
十日町　20：33 新潟　22：42

長野方面

　へ
十日町　20：40 長野　23：48

時刻変更

発　駅 着　　駅
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発　　　駅 着　駅

新潟方面
　■＼

1・日町　　16：41 新潟　19：06

　　巳11日　午後6：30～7：40城ケ丘市営球場
oo　＜雪上舞台～ウエストミンスターの幻想＞
0　11日午後6：30～コーラス、タイマツ滑降、花火、キモノショー（第1～

00　8景）、佐渡の鬼太鼓、歌謡ショー（小林旭・伊藤咲子・狩人・キャッ
0　ツアイ）、フィナーレ（十日町小唄・9イマツ滑降・紋紙焼納・ナイヤ

oO　ガラ・スターマイン）
8脆険防止のため錫が韻になった場合・入場制限することがありま

O　　す。会場内でのコウモリ傘の使用はご遠慮下さい。会場準備の都合上

oO　　入場は午後4時までご遠慮下さい。
0
8ふるさとひろば

00　　　■11日午前9：30～午後9：30
0　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町小グラウンド
（）　　　■12臼午前9：00～午後3：00

0　＜雪像9ヶ、ふるさとの味コーナー、チャンコ鍋、売店＞

00　11日午前11：00～第29回雪まつり開会式及び芸術展表彰式正午～東小卜一
〇　ランベット鼓隊ショー1：40～フオークコンサート7：00～大たき火8；00～

00　もちつき8：30～俵みこし　12目午前9：30～フオークコンサート10＝00～
0　ジャッカー電撃隊ショー人形劇10：30～紙しばい11：00～もちつき11：30

00　～きものショー12：00～人形劇12：20～ジャッカー電撃隊ショー12：30～
8フオーク⊃サート午後1：2・一きものショー1：3・一紙しばい21・・一働
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o（）　コミュニティ広場
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　＜春雪庵（茶室）・節季市・雪ん子販売・売店＞
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て
、
　
　
　
町
通
り

雪
上
茶
会
や
郷
土
民
具
の
販
売
な
ど
　
　
た
ば
こ
吸
い
当
て
大
会
…
．

を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
ふ
る
さ
と
ひ
ろ
ば

網
蔽
聯
傭
籍

を
は
団
春
、
町
　
の
が

り
で
節
　
￥
に
日
　
日
団

つ
会
使
　
で
も
十
　

n
節

議
囎
製
麗
搬

嘱
謡
筋
裂
努
警
乱

剛
蔽
組
濃
糠
轟
卿

節
ど
賠
に
￥
一
表
の
対
ス
な

使
傭
醐
列
徳
兜
髄
縦
櫃
a
匙

善
こ
長
ま
．
一
メ
市
辺
こ
川
予

親
個
雪
の
幌
ツ
バ
る
札
暁
市
長
に
挨
拶
す
る

若
草
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
…
…
n

　
日
12
日
　
若
草
フ
ア
ッ
シ
ョ
ジ
セ

　
ン
タ
ー

n
日
1
2

刀
口
ロ

ロ
μ
壬
丁

開
会
式
及
び
芸
術

日
午
前
n
時
～

ば

て
は
、
旧

の
作
品
が

学
生
に
よ

山
線
な
ど

の
雪
ま
つ

の
と
お
り

日草場、、筈ル午筈後婁漂場日都、。婁、、離徽盗11誓1落
回
雪
ま
つ
り
ス
キ
ー
大
会
…

日
午
前
9
時
～
　
市
民
ス
キ
ー

つ
り
民
謡
大
会
…
…
1
2
目
正
午

　
商
工
会
議
所
4
階
ホ
ー
ル

つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
…
…
1
2
日
午

1
時
～
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

回
ナ
ツ
メ
ロ
大
行
進
…
…
1
2
日

後
6
時
半
～
　
市
民
会
館
ホ
ー

美
術
板
コ
ン
ク
ー
ル
…
…
n
日

日
　
ふ
る
さ
と
ひ
ろ
ば

回
新
潟
県
写
真
サ
ロ
ン
展
…
・

日
1
2
日
　
市
民
会
館

釣
写
真
展
…
…
n
日
1
2
日
市

会
館
展
…
－
h
日
12
日
　
市
民
会
館

展
…
…
H
日
12
日
　
市
民
会
館

小
中
学
校
版
画
デ
ザ
イ
ン
展
…

日
12
日
　
卜
日
町
小
体
育
館

つ
り
大
撮
影
会
…
…
12
日
午
前

時
～
・
午
後
1
時
～
　
カ
ー
二

会
場
付
近

町
大
太
鼓
と
唄
ま
つ
り
：
・
…
1
2

午
前
n
時
～
　
カ
ー
ニ
バ
ル
会

一
十
九
回
雪
ま
つ
り

の
雪
像
が
参
加

交通規制図
芸術作品位置図

」④
⑤

寧
　　　⑱
　　⑳毯口1⑰
鷲□舞梅　・
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凡　 例

■■圏臨時駐車場

［二■D車輔進入禁止

一→一方通行

◎　案　内　所

至
堀

国

① 通行止

2〆II！300－Z300

211210。0、1500　　　嘱

　　　　　　（
呉甥　　⑭

至
六
日
町

囮 ●　　臨時バス乗場

鋤

国道口7号線

Eコ・ ○　　一般作品
「］　　掌童作品綿壺

国1 　　団回
　
　
　
　
　
　
　
⑧

下藁 中粂 圏團
鵬国 ⑥

至小千谷市
●　　　　　　　　　　●

至長野

至
拍
嶋
市

コミュニ

ティ広場

⑦

⑨

⑭

　3㌔　バス停

⑪

⑮　　、　　；粥3

温國ゐ
，100－1500

↑

一方遍行

21旧930－21節

，國

国
道
2
5
3
号

　警口奪

十日町

駈止加12；oo一～／1219100

　　⑫
　　2川蜘ゼoo
一甜行～1129二〇〇礁oo

　　　→

一
回

↑
↑

一万過行

2’旧9一コー21〕o

馨□婆□
庁
書
　
回

　回
團

卜
←　　’　　　　　一　’　　　　　　　　　争

　　　　　一方通行2／119：00－z200

回　　　　一’㎜
¢並β　　萎

　　　　観光バス　　　　専用駐車場

　　　　　、一　　　　　　　　　　　～

毯



Oぺ℃

（4）とお∬93（第3種郵便物認可）昭和弱年2月10日

　
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の
基

礎
と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と
同

時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い
ろ

い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も

れ
な
く
記
載
し
て
、
で
き
る
だ
け
お

早
め
に
堤
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
は

　
三
月
十
五
日
ま
で
で
す

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
二
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
二
月
中
旬
頃
市
政
事
務
嘱
託
員

を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定
で
す
が
、

誤
っ
た
記
入
や
記
入
も
れ
等
の
な
い

よ
う
に
記
載
し
て
、
お
早
め
に
（
提

出
期
限
は
三
月
十
五
日
）
市
役
所
税

務
課
ま
た
は
市
政
事
務
嘱
託
員
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
の
点
は
、
申
告
相
談
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
る
か
市
役
所
税
務

課
市
民
税
係
（
8
七
ー
三
二
一
番

内
線
二
〇
七
、
有
線
五
二
五
一
二
番
）

へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
記
載
方
法
等
の

相
談
は
…
…

　
別
表
の
日
程
に
よ
り
、
申
告
相
談

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
書
き
方
等
ご

不
明
の
方
は
時
間
内
に
最
寄
り
の
会

場
で
相
談
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納

税
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
昭
和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
期
限
間

近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
の
窓
口

が
大
変
混
雑
し
、
長
い
間
お
待
ち
い

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
．
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
し
た
方
は
、

市
民
税
や
事
業
税
の
申
告
書
は
提
出

し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
は
振
替
を
利
用
さ
れ

る
と
便
利
で
す
。
電
話
料
や
N
H
K

の
受
信
料
の
振
替
と
同
じ
よ
う
に
、

銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
都
合
で
三
月
十
五
日
ま
で

に
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
延
納
制
度

市・県民税申告相談日程表

も
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
税
務

月
　
　
　
日

時
　
　
　
間

場
　
　
　
　
所

2
月
1
6
日

　
～

3
月
1
5
日

9
・
0
0
～
4
・
0
0

市
　
　
役
　
　
所

は曜日o
　
く

土
除

9
・
3
0
～
4
・
0
0

下
　
条
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

漉
　
野
　
作
　
業
　
所

9
・
3
0
～
4
・
0
0

中
　
条
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

3
月
6
日

9
・
3
0
～
3
・
0
0

六
　
箇
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

船
　
坂
　
作
　
業
　
所

9
・
3
0
～
4
・
0
0

川
　
治
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

大
　
池
　
作
　
業
　
所

9
・
3
0
～
4
・
0
0

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

9
・
3
0
～
3
・
0
0

馬
　
場
　
集
　
会
　
所

3
月
9
日

10
・
0
0
～
3
・
0
0

野
　
中
　
作
　
業
　
所

3
月
1
0
日

9
・
3
0
～
4
・
0
0

吉
　
田
　
出
　
張
　
所

10
・
0
0
～
3
・
0
0

鉢
　
　
公
　
　
民
　
　
館

　
て
は
免
許
証
の
写

　
ω
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
三
年
二

　
月
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
午
後
五

　
時
ま
で
。

臨
時
職
員
も
募
集

　
臨
時
職
員
に
つ
い
て
も
、
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
及
び
人
員

　
警
備
員
　
男
子
十
五
名

　
用
務
員
　
女
子
二
名

勧
務
場
所
及
び
勧
務
時
間

ω
警
備
員
　
十
日
町
中
一
名
　
水
沢

中
二
名
　
下
条
中
一
名
　
南
中
一
名

吉
田
中
二
名
　
中
条
公
民
館
二
名

川
治
公
民
館
一
名
　
下
条
公
民
館
二

名
　
市
民
体
育
館
一
名
　
水
沢
出
張

所
二
名
⑳
各
施
設
に
夜
間
勤
務
し
、
巡
視
、

　
事
故
防
止
等
の
警
備
に
あ
た
り
ま

　
す
。
な
お
、
中
学
校
勤
務
に
つ
い

　
て
は
、
日
曜
日
及
び
祝
日
等
に
は

　
日
直
業
務
に
も
従
事
し
ま
す
。

署
（
8
二
ー
、
一
－
二
八
一
番
）
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
職
員
（
用
務
員
）
を
募
集

　
つ
ぎ
の
と
お
り
、
昭
和
五
十
三
年

四
月
一
日
採
用
予
定
の
市
職
員
（
用

務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
用
務
員
二
名

勤
務
場
所
及
び
受
験
資
格

　
ω
平
場
学
校
勤
務
男
子
一
名
…
昭

　
和
三
年
四
月
三
日
以
降
に
生
ま
れ

　
た
男
子
で
、
原
付
免
許
を
有
す
る

　
者
。

　
図
六
箇
小
学
校
勤
務
女
子
一
名
…

　
昭
和
八
年
四
月
三
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
女
子
。

選
考
方
法

　
q
D
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
…
口

　
述
試
験
で
は
主
と
し
て
人
物
に
つ

　
い
て
面
接
を
行
い
、
身
体
検
査
で

　
は
職
務
遂
行
に
必
要
な
健
康
度
を

　
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査

　
を
行
い
ま
す
。

　
働
身
上
調
査
…
身
上
調
査
で
は
、

　
受
験
資
格
の
有
無
そ
の
他
に
つ
い

　
て
調
査
し
ま
す
。

　
⑥
必
要
に
応
じ
、
作
文
試
験
を
実

　
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．

試
験
期
日
及
び
場
所
　
昭
和
五
十
三

年
三
月
中
旬
に
市
役
所
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
申
し
込
み
者
に
通
知

し
ま
す
。

合
格
発
表
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
下

旬
に
発
表
し
、
受
験
者
に
通
知
す
る

ほ
か
市
役
所
に
掲
示
し
ま
す
。

応
募
手
続

　
O
D
申
込
書
類
及
び
申
込
先
　
十
日

　
町
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
市
役

　
所
総
務
課
へ
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出

　
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

⑦
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申
込

書
◎
身
体
検
査
書
㊦
男
子
に
つ
い

　
　
行
　
活
し
　
を
高
・
そ
　
は
い

　
　
の
謁
札
。
辱
ち
て

　
　
栴
擁
薯
袈
澹

暴
の
　
行
会
　

つ
り
が
い
　
た
を

事
堀
こ
の
姓
隻
鷺
。
蘇

行
で
雛
帖
嚢
響
謎

の
舗
顯
り
祖
2
乱
け
ほ
健

神
内
元
で
嘉
硝
器
鉛

の
市
地
B
し
松
ん
喋
托
－

　
　
、
。
も
0
ま
た
る
道
じ
つ
、
の

ノ
つ
は
た
力
会
れ
つ
く
る
駅
を
で
こ

サ
罰
潜
驚
嬰
擁
款
麓

暴
肺
枷
艶
麓
沸
罫
離

　
　
1
な
区
う
盛
か
リ
一
人
い
か
飲
。

　
　
る
行
地
よ
￥
家
よ
メ
の
￥
供
を
た

　
　
去
が
鉢
せ
日
各
ち
5
元
て
子
酒
し

　
　
　
事
　
さ
当
　
持
さ
地
し
　
甘
ま

　
◎
原
則
と
し
て
隔
日
勤
務
と
し
、

　
午
後
五
時
か
ら
翌
日
午
前
八
時
半

　
　
ま
で
と
し
、
日
直
は
午
前
八
時
半

　
　
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
詳
細
は

　
各
所
属
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

　
㊦
賃
金
　
警
備
一
回
勤
務
二
千
二

　
　
百
円
、
日
直
一
回
勤
務
二
千
百
円

　
　
の
予
定
。
．

　
e
年
齢
杢
五
年
四
旦
一
百
～

　
昭
和
八
年
四
月
二
日
の
問
に
生
ま

　
　
れ
た
者
。

働
用
務
員
　
下
条
地
区
公
民
館

　
⑦
原
則
と
し
て
隔
日
勤
務
と
し
、

　
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　
勤
務
し
ま
す
。

　
◎
賃
金
　
勤
務
一
日
三
千
百
円
の

　
予
定
。

　
㊦
年
齢
　
五
十
歳
ま
で
の
女
子

　
　
（
昭
和
三
年
四
月
三
日
以
降
に
生
ま

　
　
れ
た
者
）

　
雇
用
期
間
　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一

日
か
ら
一
年
間
と
し
、
更
新
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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百
五
十
年
も
前
の
致
日
、
鉢
の
い
す

す
べ
に
お
玉
と
い
う
狐
が
い
た
と
。

い
す
す
べ
の
お
玉
は
、
そ
れ
ま
で
に

百
年
も
百
五
十
年
も
生
き
て
い
て
、

い
す
す
べ
に
穴
を
堀
っ
て
住
ん
岨
．
㌧
い

た
と
。
多
勢
の
家
内
で
作
物
を
荒
し

悪
い
こ
と
を
し
て
ど
う
し
よ
う
も
ね

ッを探る米
～真田婦人学級～

来鉢のノレ
ろ
が
、
い
す
す
べ
の
お
玉
は
、

’
、
、
や
ら
、
黒
沢
で
や
ら
に
男
の
狐
が

い
る
が
ん
で
、
年
中
そ
こ
ぺ
通
わ
ん

だ
っ
け
と
。
ほ
う
し
た
ん
だ
ん
が
、

姿
の
舟
場
で
縄
に
伝
っ
て
行
っ
た
り

来
た
り
し
る
が
ん
の
、
な
ん
と
か
い

よ
ぶ
し
る
て
ん
で
、
舟
頭
が
夜
さ
り

え
か
っ
た
と
。

ほ
う
し
て
人

に
た
た
っ
た

り
、
狐
付
き

に
な
っ
た
り

で
、
鉢
や
近

村
に
迷
惑
を

か
け
て
た
ん

だ
と
。

　
何
ん
と
か

し
て
し
ょ
ぶ

し
な
け
り
ゃ

な
ら
ん
と
村

の
衆
は
相
談

し
た
と
。
そ

の
こ
ろ
隣
の

姿
村
に
は
、

縄
を
張
っ
て

縄
を
伝
っ
て

舟
を
渡
す
舟

場
が
あ
っ
た

ん
だ
と
。
ほ

う
し
た
と
こ

　
　
　
土
市

も
、
ひ
る
間
も
見
て
い
た
ら
、
ち
ょ

う
ど
夜
さ
り
、
渡
し
場
の
縄
に
伝
っ

て
来
た
ん
の
め
っ
け
て
、
縄
を
は
た

っ
切
っ
て
川
へ
お
と
し
て
、
い
す
す

べ
の
お
玉
は
死
ん
だ
ん
だ
と
。

　
　
　
（
尾
身
治
平
　
7
7
才
よ
り
）

　
．
あ
話
は
、
「
い
す
す
べ
の
お
玉

狐
」
と
い
う
、
古
く
か
ら
鉢
に
あ
る

伝
説
で
あ
る
。

　
真
田
婦
人
学
級
は
、
鉢
部
落
の
婦

人
達
二
十
三
人
程
の
学
習
グ
ル
ー
プ

で
す
が
、
こ
の
学
級
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
「
自
分
達
の
手
で
身
体
で
」
を
合
い

言
葉
に
、
鉢
の
歴
史
を
考
え
る
学
習

を
進
め
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
と
し

て
は
、
①
鉢
の
民
話
や
伝
説
を
収
録

す
る
。
②
い
し
ぼ
と
け
の
由
来
と
い

い
伝
え
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
③
村

の
成
り
立
ち
を
知
る
。
の
三
点
を
中

心
に
進
め
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か

し
、
月
一
回
夜
間
（
冬
期
は
昼
間
）

の
学
習
で
は
、
な
か
な
か
は
か
ど
り

ま
せ
ん
の
’
．
＼
学
級
生
へ
の
宿
題
や

グ
ル
㌧
フ
別
で
の
自
主
的
な
学
習
へ

と
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
ま
㎡
、
㌧
の
学
習
を
整
理
し
て
見
ま

し
よ
う
。

　
四
月
・
年
間
の
学
習
計
画
打
合
せ

　
五
月
～
六
月
・
テ
：
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
に
ょ
る
年
長
者
か
ら
の
聞
き
と
り

及
び
収
録
。

　
　
　
学
習
を
す
る
学
級
生

　
七
月
～
八
月
・
テ
ー
プ
か
ら
原
稿

へ
の
書
き
写
し
。

　
九
月
～
十
一
月
・
原
稿
の
整
理
と

ガ
リ
切
り
印
刷
。

　
十
二
月
・
誤
字
、
脱
字
の
整
理
。

　
一
月
か
ら
の
作
業
と
し
て
は
、
特

殊
な
方
言
の
注
釈
付
け
や
、
い
ろ
い

ろ
な
整
理
が
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
①
の
民
話
や
伝
説
の
部
分
し
か
進

ん
’
．
㌧
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
学

習
活
動
の
中
で
、
②
や
③
の
方
面
を

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
実
の
あ
る

学
習
内
容
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昌
頭
の
「
お
玉
狐
の
伝
説
」
も
、

こ
の
学
習
の
中
’
．
、
収
録
・
整
理
さ
れ

た
一
つ
’
．
、
あ
る
。
参
加
し
て
い
る
婦

人
達
も
、
自
分
の
手
で
作
る
冊
子
づ

く
り
へ
と
意
欲
を
も
や
し
て
い
る
。

　
　
（
吉
田
地
区
公
民
館
保
坂
）

〆　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法

　
ω
つ
ぎ
の
書
類
を
十
日
町
公
共
職

　
業
安
定
所
ま
た
は
市
役
所
総
務
課

　
　
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
④
十
日
町
市
臨
時
職
員
申
し
込
み

　
書
◎
身
体
検
査
書

　
偶
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
三
年
二

　
月
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
午
後
五

　
時
ま
で

　
信
妾
、
の
他
　
申
し
込
み
書
に
希
望

　
す
る
勤
務
場
所
を
必
ず
明
記
し
て

　
く
だ
さ
い
。

選
考
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
中
旬
に

選
考
試
験
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
詳

細
は
申
し
込
み
者
に
通
知
し
ま
す
．

　
　
い
ず
れ
も
詳
細
は
、
市
総
務
課
（
8

七
－
三
一
二
番
内
線
二
茎
』
）
へ

新
潟
県
後
保
護
指
導
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
所
生
を
募
集

4月23日に新潟県知事選挙が執行される予定です。

からだの不自由な人のために、郵便による不在者投票び）方法があり

ます。早目に手続きをしましょう。

なお、詳しいことは市選挙管理委員会におたずねください。

（37－3111番内線218）

　
　
新
潟
県
後
保
護
指
導
所
（
柏
崎
市

松
波
三
丁
目
）
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

　
り
入
所
生
を
募
集
し
て
い
ま
歩
。

募
集
の
基
本
的
な
考
え
方
　
五
十
歳

以
ド
の
者
に
つ
い
て
は
、
健
康
管
理

を
図
り
つ
つ
生
活
訓
練
と
職
業
訓
練

を
行
い
、
取
得
し
た
技
能
に
よ
り
社

会
復
帰
を
促
進
す
る
。
高
齢
者
及
び

虚
弱
者
等
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
医

学
管
理
の
も
と
に
健
康
の
回
復
を
図

　
り
つ
つ
生
活
訓
練
と
軽
い
作
業
訓
練

　
を
ま
じ
え
体
力
の
回
復
を
図
り
、
社

会
復
帰
を
促
進
す
る
．

対
象
　
結
核
者
、
呼
吸
器
・
心
臓
並

　
び
に
腎
臓
機
能
障
害
者

ー
‡

障害の範囲 障　　害　　の　　程　　度

●身体障害者手帳をお

持ちの人で…

●県知事が証明した人

難叢塘菩三
障害の程度が上記に該当する人

●戦傷病者手帳をお持

　ちの人で…

●県知事が証明した人

麟罐＞…鱗甕からまでである
　　　　　　　　　　　　　　者として記

羅1）螺欝讐鄭てい
障害の程度が上記に該当する人

9
。

郵便による不在者投票について

資
格
　
療
養
の
過
程
を
経
た
者
で
、

入
所
し
訓
練
指
導
を
行
っ
て
も
さ
し

つ
か
え
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者
。
伝

染
性
疾
患
及
び
精
神
的
障
害
の
な
い

者
。
社
会
復
帰
に
意
欲
が
あ
り
、
社

会
に
適
応
す
る
資
格
を
有
す
る
者
。

満
十
五
歳
以
上
の
者
。
自
宅
療
養
中

の
者
で
も
入
所
で
き
る
。

入
所
の
時
期
　
原
則
と
し
て
四
月
、

十
月
の
二
回
で
す
が
、
入
所
者
の
都

合
を
考
え
、
随
時
入
所
も
で
き
ま
す
。

入
所
手
続
　
入
所
申
請
書
に
履
歴
書
、

住
民
票
抄
本
、
診
断
書
を
添
え
て
、

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ

訓
練
科
目
　
印
刷
科
、
洋
裁
編
物
科

電
気
科
、
経
理
簿
記
科
、
生
活
指
導

そ
の
他
　
入
所
費
用
等
詳
し
く
は
、

同
福
祉
事
務
所
へ
。

“
新
し
い
吉
田
づ
く
り
の

　
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
』
決
定
〃
”

　
吉
田
地
区
に
お
い
て
、
昨
秋
募
集

を
行
っ
た
「
新
し
い
吉
田
づ
く
り
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
」
は
、
三
十
数
編
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
選
考
の
結
果
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
作

品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◎
親
の
泣
く
　
非
行
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
手

　
　
　
　
吉
田
中
二
年
　
太
田
利
夫

◎
し
あ
わ
せ
の
　
リ
ン
グ
で
つ
な
、
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
地
区

　
　
　
　
吉
田
中
二
年
　
柳
万
里
子

◎
親
と
子
が
　
な
ん
で
も
い
え
る

　
　
　
　
　
　
　
よ
い
家
庭

　
　
　
　
吉
田
中
三
年
　
馬
場
禎
光
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こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の
基

礎
と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と
同

時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い
ろ

い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も

れ
な
く
記
載
し
て
、
で
き
る
だ
け
お

早
め
に
堤
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
は

　
三
月
十
五
日
ま
で
で
す

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
二
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
二
月
中
旬
頃
市
政
事
務
嘱
託
員

を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定
で
す
が
、

誤
っ
た
記
入
や
記
入
も
れ
等
の
な
い

よ
う
に
記
載
し
て
、
お
早
め
に
（
提

出
期
限
は
三
月
十
五
日
）
市
役
所
税

務
課
ま
た
は
市
政
事
務
嘱
託
員
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
の
点
は
、
申
告
相
談
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
る
か
市
役
所
税
務

課
市
民
税
係
（
8
七
ー
三
二
一
番

内
線
二
〇
七
、
有
線
五
二
五
一
二
番
）

へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
記
載
方
法
等
の

相
談
は
…
…

　
別
表
の
日
程
に
よ
り
、
申
告
相
談

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
書
き
方
等
ご

不
明
の
方
は
時
間
内
に
最
寄
り
の
会

場
で
相
談
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納

税
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
昭
和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
期
限
間

近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
の
窓
口

が
大
変
混
雑
し
、
長
い
間
お
待
ち
い

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
．
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
し
た
方
は
、

市
民
税
や
事
業
税
の
申
告
書
は
提
出

し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
は
振
替
を
利
用
さ
れ

る
と
便
利
で
す
。
電
話
料
や
N
H
K

の
受
信
料
の
振
替
と
同
じ
よ
う
に
、

銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
都
合
で
三
月
十
五
日
ま
で

に
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
延
納
制
度

市・県民税申告相談日程表

も
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
税
務

月
　
　
　
日

時
　
　
　
間

場
　
　
　
　
所

2
月
1
6
日

　
～

3
月
1
5
日

9
・
0
0
～
4
・
0
0

市
　
　
役
　
　
所

は曜日o
　
く

土
除

9
・
3
0
～
4
・
0
0

下
　
条
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

漉
　
野
　
作
　
業
　
所

9
・
3
0
～
4
・
0
0

中
　
条
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

3
月
6
日

9
・
3
0
～
3
・
0
0

六
　
箇
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

船
　
坂
　
作
　
業
　
所

9
・
3
0
～
4
・
0
0

川
　
治
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

大
　
池
　
作
　
業
　
所

9
・
3
0
～
4
・
0
0

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

9
・
3
0
～
3
・
0
0

馬
　
場
　
集
　
会
　
所

3
月
9
日

10
・
0
0
～
3
・
0
0

野
　
中
　
作
　
業
　
所

3
月
1
0
日

9
・
3
0
～
4
・
0
0

吉
　
田
　
出
　
張
　
所

10
・
0
0
～
3
・
0
0

鉢
　
　
公
　
　
民
　
　
館

　
て
は
免
許
証
の
写

　
ω
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
三
年
二

　
月
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
午
後
五

　
時
ま
で
。

臨
時
職
員
も
募
集

　
臨
時
職
員
に
つ
い
て
も
、
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
及
び
人
員

　
警
備
員
　
男
子
十
五
名

　
用
務
員
　
女
子
二
名

勧
務
場
所
及
び
勧
務
時
間

ω
警
備
員
　
十
日
町
中
一
名
　
水
沢

中
二
名
　
下
条
中
一
名
　
南
中
一
名

吉
田
中
二
名
　
中
条
公
民
館
二
名

川
治
公
民
館
一
名
　
下
条
公
民
館
二

名
　
市
民
体
育
館
一
名
　
水
沢
出
張

所
二
名
⑳
各
施
設
に
夜
間
勤
務
し
、
巡
視
、

　
事
故
防
止
等
の
警
備
に
あ
た
り
ま

　
す
。
な
お
、
中
学
校
勤
務
に
つ
い

　
て
は
、
日
曜
日
及
び
祝
日
等
に
は

　
日
直
業
務
に
も
従
事
し
ま
す
。

署
（
8
二
ー
、
一
－
二
八
一
番
）
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
職
員
（
用
務
員
）
を
募
集

　
つ
ぎ
の
と
お
り
、
昭
和
五
十
三
年

四
月
一
日
採
用
予
定
の
市
職
員
（
用

務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
用
務
員
二
名

勤
務
場
所
及
び
受
験
資
格

　
ω
平
場
学
校
勤
務
男
子
一
名
…
昭

　
和
三
年
四
月
三
日
以
降
に
生
ま
れ

　
た
男
子
で
、
原
付
免
許
を
有
す
る

　
者
。

　
図
六
箇
小
学
校
勤
務
女
子
一
名
…

　
昭
和
八
年
四
月
三
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
女
子
。

選
考
方
法

　
q
D
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
…
口

　
述
試
験
で
は
主
と
し
て
人
物
に
つ

　
い
て
面
接
を
行
い
、
身
体
検
査
で

　
は
職
務
遂
行
に
必
要
な
健
康
度
を

　
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査

　
を
行
い
ま
す
。

　
働
身
上
調
査
…
身
上
調
査
で
は
、

　
受
験
資
格
の
有
無
そ
の
他
に
つ
い

　
て
調
査
し
ま
す
。

　
⑥
必
要
に
応
じ
、
作
文
試
験
を
実

　
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．

試
験
期
日
及
び
場
所
　
昭
和
五
十
三

年
三
月
中
旬
に
市
役
所
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
申
し
込
み
者
に
通
知

し
ま
す
。

合
格
発
表
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
下

旬
に
発
表
し
、
受
験
者
に
通
知
す
る

ほ
か
市
役
所
に
掲
示
し
ま
す
。

応
募
手
続

　
O
D
申
込
書
類
及
び
申
込
先
　
十
日

　
町
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
市
役

　
所
総
務
課
へ
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出

　
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

⑦
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申
込

書
◎
身
体
検
査
書
㊦
男
子
に
つ
い

　
　
行
　
活
し
　
を
高
・
そ
　
は
い

　
　
の
謁
札
。
辱
ち
て

　
　
栴
擁
薯
袈
澹

暴
の
　
行
会
　

つ
り
が
い
　
た
を

事
堀
こ
の
姓
隻
鷺
。
蘇

行
で
雛
帖
嚢
響
謎

の
舗
顯
り
祖
2
乱
け
ほ
健

神
内
元
で
嘉
硝
器
鉛

の
市
地
B
し
松
ん
喋
托
－

　
　
、
。
も
0
ま
た
る
道
じ
つ
、
の

ノ
つ
は
た
力
会
れ
つ
く
る
駅
を
で
こ

サ
罰
潜
驚
嬰
擁
款
麓

暴
肺
枷
艶
麓
沸
罫
離

　
　
1
な
区
う
盛
か
リ
一
人
い
か
飲
。

　
　
る
行
地
よ
￥
家
よ
メ
の
￥
供
を
た

　
　
去
が
鉢
せ
日
各
ち
5
元
て
子
酒
し

　
　
　
事
　
さ
当
　
持
さ
地
し
　
甘
ま

　
◎
原
則
と
し
て
隔
日
勤
務
と
し
、

　
午
後
五
時
か
ら
翌
日
午
前
八
時
半

　
　
ま
で
と
し
、
日
直
は
午
前
八
時
半

　
　
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
詳
細
は

　
各
所
属
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

　
㊦
賃
金
　
警
備
一
回
勤
務
二
千
二

　
　
百
円
、
日
直
一
回
勤
務
二
千
百
円

　
　
の
予
定
。
．

　
e
年
齢
杢
五
年
四
旦
一
百
～

　
昭
和
八
年
四
月
二
日
の
問
に
生
ま

　
　
れ
た
者
。

働
用
務
員
　
下
条
地
区
公
民
館

　
⑦
原
則
と
し
て
隔
日
勤
務
と
し
、

　
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　
勤
務
し
ま
す
。

　
◎
賃
金
　
勤
務
一
日
三
千
百
円
の

　
予
定
。

　
㊦
年
齢
　
五
十
歳
ま
で
の
女
子

　
　
（
昭
和
三
年
四
月
三
日
以
降
に
生
ま

　
　
れ
た
者
）

　
雇
用
期
間
　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一

日
か
ら
一
年
間
と
し
、
更
新
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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百
五
十
年
も
前
の
致
日
、
鉢
の
い
す

す
べ
に
お
玉
と
い
う
狐
が
い
た
と
。

い
す
す
べ
の
お
玉
は
、
そ
れ
ま
で
に

百
年
も
百
五
十
年
も
生
き
て
い
て
、

い
す
す
べ
に
穴
を
堀
っ
て
住
ん
岨
．
㌧
い

た
と
。
多
勢
の
家
内
で
作
物
を
荒
し

悪
い
こ
と
を
し
て
ど
う
し
よ
う
も
ね

ッを探る米
～真田婦人学級～

来鉢のノレ
ろ
が
、
い
す
す
べ
の
お
玉
は
、

’
、
、
や
ら
、
黒
沢
で
や
ら
に
男
の
狐
が

い
る
が
ん
で
、
年
中
そ
こ
ぺ
通
わ
ん

だ
っ
け
と
。
ほ
う
し
た
ん
だ
ん
が
、

姿
の
舟
場
で
縄
に
伝
っ
て
行
っ
た
り

来
た
り
し
る
が
ん
の
、
な
ん
と
か
い

よ
ぶ
し
る
て
ん
で
、
舟
頭
が
夜
さ
り

え
か
っ
た
と
。

ほ
う
し
て
人

に
た
た
っ
た

り
、
狐
付
き

に
な
っ
た
り

で
、
鉢
や
近

村
に
迷
惑
を

か
け
て
た
ん

だ
と
。

　
何
ん
と
か

し
て
し
ょ
ぶ

し
な
け
り
ゃ

な
ら
ん
と
村

の
衆
は
相
談

し
た
と
。
そ

の
こ
ろ
隣
の

姿
村
に
は
、

縄
を
張
っ
て

縄
を
伝
っ
て

舟
を
渡
す
舟

場
が
あ
っ
た

ん
だ
と
。
ほ

う
し
た
と
こ

　
　
　
土
市

も
、
ひ
る
間
も
見
て
い
た
ら
、
ち
ょ

う
ど
夜
さ
り
、
渡
し
場
の
縄
に
伝
っ

て
来
た
ん
の
め
っ
け
て
、
縄
を
は
た

っ
切
っ
て
川
へ
お
と
し
て
、
い
す
す

べ
の
お
玉
は
死
ん
だ
ん
だ
と
。

　
　
　
（
尾
身
治
平
　
7
7
才
よ
り
）

　
．
あ
話
は
、
「
い
す
す
べ
の
お
玉

狐
」
と
い
う
、
古
く
か
ら
鉢
に
あ
る

伝
説
で
あ
る
。

　
真
田
婦
人
学
級
は
、
鉢
部
落
の
婦

人
達
二
十
三
人
程
の
学
習
グ
ル
ー
プ

で
す
が
、
こ
の
学
級
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
「
自
分
達
の
手
で
身
体
で
」
を
合
い

言
葉
に
、
鉢
の
歴
史
を
考
え
る
学
習

を
進
め
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
と
し

て
は
、
①
鉢
の
民
話
や
伝
説
を
収
録

す
る
。
②
い
し
ぼ
と
け
の
由
来
と
い

い
伝
え
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
③
村

の
成
り
立
ち
を
知
る
。
の
三
点
を
中

心
に
進
め
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か

し
、
月
一
回
夜
間
（
冬
期
は
昼
間
）

の
学
習
で
は
、
な
か
な
か
は
か
ど
り

ま
せ
ん
の
’
．
＼
学
級
生
へ
の
宿
題
や

グ
ル
㌧
フ
別
で
の
自
主
的
な
学
習
へ

と
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
ま
㎡
、
㌧
の
学
習
を
整
理
し
て
見
ま

し
よ
う
。

　
四
月
・
年
間
の
学
習
計
画
打
合
せ

　
五
月
～
六
月
・
テ
：
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
に
ょ
る
年
長
者
か
ら
の
聞
き
と
り

及
び
収
録
。

　
　
　
学
習
を
す
る
学
級
生

　
七
月
～
八
月
・
テ
ー
プ
か
ら
原
稿

へ
の
書
き
写
し
。

　
九
月
～
十
一
月
・
原
稿
の
整
理
と

ガ
リ
切
り
印
刷
。

　
十
二
月
・
誤
字
、
脱
字
の
整
理
。

　
一
月
か
ら
の
作
業
と
し
て
は
、
特

殊
な
方
言
の
注
釈
付
け
や
、
い
ろ
い

ろ
な
整
理
が
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
①
の
民
話
や
伝
説
の
部
分
し
か
進

ん
’
．
㌧
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
学

習
活
動
の
中
で
、
②
や
③
の
方
面
を

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
実
の
あ
る

学
習
内
容
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昌
頭
の
「
お
玉
狐
の
伝
説
」
も
、

こ
の
学
習
の
中
’
．
、
収
録
・
整
理
さ
れ

た
一
つ
’
．
、
あ
る
。
参
加
し
て
い
る
婦

人
達
も
、
自
分
の
手
で
作
る
冊
子
づ

く
り
へ
と
意
欲
を
も
や
し
て
い
る
。

　
　
（
吉
田
地
区
公
民
館
保
坂
）

〆　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法

　
ω
つ
ぎ
の
書
類
を
十
日
町
公
共
職

　
業
安
定
所
ま
た
は
市
役
所
総
務
課

　
　
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
④
十
日
町
市
臨
時
職
員
申
し
込
み

　
書
◎
身
体
検
査
書

　
偶
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
三
年
二

　
月
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
午
後
五

　
時
ま
で

　
信
妾
、
の
他
　
申
し
込
み
書
に
希
望

　
す
る
勤
務
場
所
を
必
ず
明
記
し
て

　
く
だ
さ
い
。

選
考
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
中
旬
に

選
考
試
験
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
詳

細
は
申
し
込
み
者
に
通
知
し
ま
す
．

　
　
い
ず
れ
も
詳
細
は
、
市
総
務
課
（
8

七
－
三
一
二
番
内
線
二
茎
』
）
へ

新
潟
県
後
保
護
指
導
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
所
生
を
募
集

4月23日に新潟県知事選挙が執行される予定です。

からだの不自由な人のために、郵便による不在者投票び）方法があり

ます。早目に手続きをしましょう。

なお、詳しいことは市選挙管理委員会におたずねください。

（37－3111番内線218）

　
　
新
潟
県
後
保
護
指
導
所
（
柏
崎
市

松
波
三
丁
目
）
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

　
り
入
所
生
を
募
集
し
て
い
ま
歩
。

募
集
の
基
本
的
な
考
え
方
　
五
十
歳

以
ド
の
者
に
つ
い
て
は
、
健
康
管
理

を
図
り
つ
つ
生
活
訓
練
と
職
業
訓
練

を
行
い
、
取
得
し
た
技
能
に
よ
り
社

会
復
帰
を
促
進
す
る
。
高
齢
者
及
び

虚
弱
者
等
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
医

学
管
理
の
も
と
に
健
康
の
回
復
を
図

　
り
つ
つ
生
活
訓
練
と
軽
い
作
業
訓
練

　
を
ま
じ
え
体
力
の
回
復
を
図
り
、
社

会
復
帰
を
促
進
す
る
．

対
象
　
結
核
者
、
呼
吸
器
・
心
臓
並

　
び
に
腎
臓
機
能
障
害
者

ー
‡

障害の範囲 障　　害　　の　　程　　度

●身体障害者手帳をお

持ちの人で…

●県知事が証明した人

難叢塘菩三
障害の程度が上記に該当する人

●戦傷病者手帳をお持

　ちの人で…

●県知事が証明した人

麟罐＞…鱗甕からまでである
　　　　　　　　　　　　　　者として記

羅1）螺欝讐鄭てい
障害の程度が上記に該当する人

9
。

郵便による不在者投票について

資
格
　
療
養
の
過
程
を
経
た
者
で
、

入
所
し
訓
練
指
導
を
行
っ
て
も
さ
し

つ
か
え
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者
。
伝

染
性
疾
患
及
び
精
神
的
障
害
の
な
い

者
。
社
会
復
帰
に
意
欲
が
あ
り
、
社

会
に
適
応
す
る
資
格
を
有
す
る
者
。

満
十
五
歳
以
上
の
者
。
自
宅
療
養
中

の
者
で
も
入
所
で
き
る
。

入
所
の
時
期
　
原
則
と
し
て
四
月
、

十
月
の
二
回
で
す
が
、
入
所
者
の
都

合
を
考
え
、
随
時
入
所
も
で
き
ま
す
。

入
所
手
続
　
入
所
申
請
書
に
履
歴
書
、

住
民
票
抄
本
、
診
断
書
を
添
え
て
、

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ

訓
練
科
目
　
印
刷
科
、
洋
裁
編
物
科

電
気
科
、
経
理
簿
記
科
、
生
活
指
導

そ
の
他
　
入
所
費
用
等
詳
し
く
は
、

同
福
祉
事
務
所
へ
。

“
新
し
い
吉
田
づ
く
り
の

　
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
』
決
定
〃
”

　
吉
田
地
区
に
お
い
て
、
昨
秋
募
集

を
行
っ
た
「
新
し
い
吉
田
づ
く
り
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
」
は
、
三
十
数
編
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
選
考
の
結
果
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
作

品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◎
親
の
泣
く
　
非
行
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
手

　
　
　
　
吉
田
中
二
年
　
太
田
利
夫

◎
し
あ
わ
せ
の
　
リ
ン
グ
で
つ
な
、
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
地
区

　
　
　
　
吉
田
中
二
年
　
柳
万
里
子

◎
親
と
子
が
　
な
ん
で
も
い
え
る

　
　
　
　
　
　
　
よ
い
家
庭

　
　
　
　
吉
田
中
三
年
　
馬
場
禎
光



、
へ
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52
年
度
3
種
混
合
予
防
接
種
日
程

　
今
ま
で
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
三

種
混
合
（
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）
予
防
接
種
を
、
本
年
よ
り

実
施
し
ま
す
．
日
程
、
該
当
年
齢
等

よ
く
ご
覧
の
上
、
問
違
い
の
な
い
よ

う
に
接
種
を
受
け
て
下
さ
い
。

　
特
に
、
該
当
年
齢
者
以
外
は
予
防

接
種
法
に
よ
り
、
こ
の
接
種
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
該
当
年
齢
　
昭
和
四
十
九
年
十
月

一
日
よ
り
昭
和
五
卜
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
．

※
接
種
前
の
注
意

　
前
日
入
浴
を
さ
せ
、
清
潔
な
肌
着

を
着
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
ル
ギ
ー
体
質
、
そ
の
他
医
師
が
不
適

　
当
日
、
午
前
・
午
後
の
体
温
測
定
　
　
　
印
か
ん
、
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。
　
と
認
め
た
も
の
．

を
忘
れ
ず
に
．
　
　
　
　
　
　
　
　
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
い
ち
じ
る
　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
問
診
票
は
責
任
を
持
っ
て
正
確
に
　
　
し
い
者
．
胸
線
淋
巴
線
体
質
、
ア
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
　
　
　
　
　
に
剤
料
　
が
な
ほ
　
　
に
吸
衣
　
　
　
　
。

地
　
区
　
名

月
　
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

新
座
・
大
井
田
及
び

高
田
町
四
・
五
丁
目

3
月
6
日

（
月
）

午
後
1
時
30
分
～
2
時
2
0
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

下
　
条
　
全
　
区

3
月
7
日

（
火
）

午
後
－
時
3
0
分
～
2
時
2
0
分

下
条
公
民
館

川
治
・
六
箇
・
八
箇

（
高
田
町
四
・
五
丁
目
を
除
く
）

川
治
公
民
館

中
条
・
飛
一
・
飛
二

3
月
8
日

（
水
）

午
後
1
時
30
分
～
2
時
2
0
分

中
条
公
民
館

吉
　
田
　
全
　
区

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

吉
田
公
民
館

卜
日
町
全
区
3
月
9
日

（
木
）

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
2
0
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

水
　
沢
　
全
　
区

3
月
1
0
日

（
金
）

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

水
沢
出
張
所

　　オムツに柔軟剤は必要ない
⇔漂白剤とけい光増白剤の違い

　どちらも黄ばみ黒ずみを白くします。漂臼剤は、繊維

含まれる有色物質を化学的に除去、白くし、けい光増白

は紫外線を吸収、青色系の光線（けい光）を反射する染

で染めて臼く見せます。

　け1．、光増白剤はほとんどの合成洗剤に含まれています

発がん性のおそれがあるため、紙ナブキン、食品包装紙

どには禁止されています。赤ちゃんの衣類には使わない

うが安全でず。

⇔柔軟剤

　主成分は陽イオン系界面活性剤。洗い上がりを柔らか

する効果、帯電防止効果があります。しかし木綿の場合

湿性が笈～％くらいまで落ちてしまいます。赤ちゃんの

類、とくにオムツには必要ありません。

⇔使用上の注意

　◎濃慶、温度など表示の注意事頃を正しく守ること。

　◎塩素系漂白剤はホーロー．ブラスチック容器で。

　◎樹脂加工の衣類に塩素系漂白剤を使うと黄変します

　
▼
富
井
一
男
…
…
三
万
円
（
香
典

返
し
）
▼
中
村
昌
子
…
…
三
万
円

（
香
典
返
し
）
▼
中
条
中
学
校
生
徒
会

…
…
二
千
八
円
▼
十
日
町
服
飾
専
門

学
校
生
徒
会
…
…
四
千
円
▼
十
日
町

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
：
…
・
三
万
円
▼

立
正
佼
成
会
十
日
町
教
会
青
年
部
…

…
八
万
六
千
七
百
五
十
七
円
▼
匿
名

…
…
九
千
四
百
五
卜
五
円
▼
水
工
会

有
志
一
同
（
水
道
工
業
V
…
…
一
万

千
三
卜
四
円
▼
長
助
…
…
九
千
七
、
白

六
↑
円
▼
高
新
織
物
㈱
親
睦
会
…
－

四
千
九
百
六
円
▼
佐
藤
実
－
…
・
三
千

九
百
八
十
六
円
▼
真
霜
祐
二
－
…
∴
二

万
円
▼
内
藤
直
義
…
…
千
円
▼
水
落

喜
二
男
…
∴
万
円
▼
村
山
兼
吉
…

…
三
千
百
五
十
五
円
▼
新
座
だ
い
ま

た
…
…
三
千
円
▼
金
沢
久
子
：
…
二

万
円
及
び
肌
着
十
枚
▼
立
正
佼
成
会

十
日
町
教
会
青
年
部
…
∴
万
百
五

十
一
円

年
金
受
給
手
続
き
を
ロ
実
に
し

た
窃
盗
や
詐
取
に
ご
注
意
を
〃
・

　
昨
年
八
月
頃
か
ら
、
山
形
、
宮
城

福
島
、
群
馬
の
各
県
で
、
老
人
を
対

象
に
、
年
金
（
厚
生
年
金
や
国
民
年

金
な
ど
）
の
受
給
手
続
を
口
実
に
し

た
訪
問
窃
盗
や
詐
取
事
件
が
続
発
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
手
口
は
、
市
役
所
職
員
と
偽

り
、
「
O
月
か
ら
年
金
が
上
る
の
で
年

鰍学

聯
　
保
健
課
は
、
二
階
に
位
置
し
、
二

係
二
十
八
名
で
次
の
仕
事
を
担
当
し

て
い
ま
す
、

　
国
保
係
　
保
険
給
付
、
保
険
料
の

賦
課
及
び
調
定
、
保
険
事
業
の
統
計

趣
旨
普
及
、
診
療
所
の
経
営
、
日
雇

労
働
者
健
康
保
険
な
ど
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
当

た
り
、
重
要
な
事
項
は
市
長
の
諮
間

機
関
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
答
申
を
得
て
市
議
会
に
提
案

し
ま
す
。
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

かしこい消費者⑫

医
療
費
は
年
々
増
加
し
、
五
十
二
年

度
の
保
険
給
付
費
は
十
億
円
を
越
え

る
と
思
い
ま
す
。
保
険
料
の
納
入
に

つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
健
衛
生
係
　
疾
病
予
防
、
健
康

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
普
及
指
導
、

母
子
保
健
、
成
人
病
対
策
、
精
神
衛

生
、
妊
産
婦
乳
児
に
対
す
る
医
療
費

の
助
成
、
各
種
予
防
接
種
、
結
核
予

防
、
血
液
対
策
、
伝
染
病
患
者
の
収

容
防
疫
、
医
療
対
策
な
ど
．

　
健
康
の
維
持
管
理
は
毎
日
の
生
活

態
度
が
重
要
。
皆
さ
ん
の
ご
研
究
を

切
に
期
待
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
（
岡
田
保
健
課
長
）

金
証
書
の
書
替
え
が
必
要
、
手
続
き

を
し
て
や
る
…
…
」
な
ど
の
口
実
で

年
金
受
給
者
宅
を
訪
問
し
、
家
人

に
年
金
証
書
や
印
鑑
を
探
さ
せ
、
そ

の
ス
キ
に
現
金
や
預
金
通
帳
を
盗
み

と
っ
た
り
、
詐
取
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　
犯
人
は
、
年
齢
四
十
歳
位
で
身
長

百
六
十
抽
．
位
の
小
太
り
の
男
と
、
年

齢
三
十
歳
位
、
身
長
百
七
十
隼
位
の
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森
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心
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略

｛
綜
」
粘
あ

、賊」」一

、
？
．

　
■
四

　r』1亀レ　　1
｛＼ト」㌦

一＼横

へつ

製
　　〆　＼奔

や
せ
型
の
男
の
二
人
組
の
連
続
犯
行

と
み
ら
れ
ま
す
．
こ
の
よ
う
な
被
害

を
蒙
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
み
つ
け
た
ら
す
ぐ
に

最
寄
り
の
警
察
署
や
国
民
年
金
係
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
』

審
葎
2
　
齢

◎
小
雪
と
思
わ
れ
て
い
た
今
年
の
雪

も
昨
年
に
続
く
大
雪
と
な
り
、
雪
お

ろ
し
な
ど
で
毎
日
が
忙
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

◎
い
よ
い
よ
明
日
は
雪
ま
つ
り
と
な

っ
た
わ
け
で
す
が
、
雪
ま
つ
り
の
発

生
の
由
来
に
も
ど
り
、
大
雪
を
克
服

し
て
楽
し
い
雪
ま
つ
り
に
し
た
い
も

の
イ
．
㌧
す
。

　
各
会
場
は
、
最
後
の
雪
像
作
り
が

進
ん
で
い
ま
す
。
「
ご
苦
労
さ
ま
で

す
」
「
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」
各
会

場
で
暖
か
い
気
持
ち
の
ふ
れ
合
い
が

響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

田市勢／人ロ…50，503人（男24，693・女25。810人）／世帯数…11，955／面積…21L44k㎡（1月1日現在

ど
℃
て
保
存
し
て
く
だ
哉
い
－

澗

ンヨのかけ声のなか、少


